
あいさつ

　岡山県の北部に位置する津山市は、四方を中国山地と吉備高原にかこまれた中国地方最大の

盆地である津山盆地の中心に位置し、古くから山陽と山陰を結ぶ交通の要衝として栄えてきま

した。現在でも岡山県北部の美作地域の中心的な街として発展をしています。特に、市内には、

高等学校が６校存在し、美作地域の中等教育の中心となっています。

　その一方で、津山市においても過疎化や少子高齢化によって、地域を支える役割を中心的に

担う人たちが減少してきています。そのため市内にある、伝統的な祭り、習俗、町並みや農山

村の風景そしてそこにある様々な歴史文化が、滅失や逸散の危機に瀕しているものが多く存在

するのが本市の現状です。

　このような状況の中、津山市は更なる人口減少と少子高齢化の急速な進展が見込まれる中で、

新たな成長に向けた取り組みみの必要性から、その一つとして、地域に残る歴史文化を守り継

承し、さらにまちづくりに活かすことにより先に述べた地域の課題を解決するために、津山市

文化財保存活用地域計画の作成を行いました。

　この計画が文化財の保存・活用に関する基本的なアクションプランのみならず、学校教育で

の活用等津山のまちづくりの推進に寄与することを願ってやみません。

　最後になりましたが、本計画の作成にあたり、ご教示・ご指導いただきました文化庁地域文

化創生本部をはじめ岡山県教育庁文化財課、津山市文化財保存活用地域計画審議会委員、津山

市文化財保護委員会委員、並びにアンケートにご協力いただいた多くの児童生徒や市民の方々

に心からお礼申し上げます。

　令和２（2020）年３月 19日

	 津山市教育委員会

	 教育長　有　本　明　彦





例　言

１　	本計画は文化庁の「平成 29年度文化遺産総合活用推進事業（歴史文化基本構想策定支援事

業）」、「平成 30年度文化遺産総合活用推進事業（地域の文化財の総合的な保存活用に係る基

本計画（仮称）等策定支援事業）」および「平成 31年度地域文化財総合活用推進事業（文化

財保存活用地域計画等作成）」国庫補助金を活用して作成したものである。

２　	本計画の作成期間は平成 29（2017）年４月１日から令和２（2020）年３月 31日までである。

３　	本計画作成に係る業務のうち、第１章「02社会的状況」の執筆および文化財等の基礎調査

やアンケートの分析、本書の編集等の作成に係る基礎的な作業の一部を株式会社シーズ総

合政策研究所に委託した。

４　	第１章「01自然について」と第６章「06関連文化財群　２・３」を能美洋介氏（津山市文化

財保存活用地域計画審議会委員・岡山理科大学教授）同じく、「06関連文化財群　11」を小

西伸彦氏（前津山市歴史文化基本構想等審議会副会長）に執筆を依頼した。

５　	巻末に今回把握した津山市の未指定文化財等のリストを掲載している。これについては、

今後も未指定文化財の把握調査を進めていく計画であり、それに伴いこれらの資源が増加

することを想定した暫定的なものであることをご理解いただきたい。

６　	本計画の作成にあたり、多くの関係者や関係機関、そして市民の皆様から多大なるご協力

をいただいた。ここに記して心からお礼申し上げる。
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序章　津山市文化財保存活用地域計画

（１）計画作成の背景

　これまで文化財は、文化財保護法のもと、有形・無形の文化財の指定や保護措置等が体系的

に講じられ、文化財の所有者や保存団体、地域住民の尽力により文化財保護の成果が挙げられ

てきた。

　一方で近年、津山市では山間部の集落のみならず、市街地においても過疎化や少子高齢化が

進行しており、それに伴って、津山市に存在する様々な文化財を取り巻く環境が大きく変化し

てきている。特に未指定のものを含む文化財は、散逸・消滅の危機にあるものが相当数存在す

るものと考えられるが、その実態の把握も十分でない等、従来の文化財保護制度では対処でき

ない課題が顕在化してきている。

　加えて、例えば平成 21（2009）年に作成した、「津山市歴史的風致維持向上計画」のように、

都市計画をはじめとした建設部局が積極的に文化財を活かした都市整備を提案している一方で、

文化財部局は従来の保護政策を越えた新たな展開を提案できずにいた。

　こうしたなか、未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしながら地域住民とともにその継

承を図るため、地域における文化財の計画的な保存・活用の促進を図ること等を趣旨とする文

化財保護法の改正が行われた（平成 31（2019）年４月１日施行）。

　このような文化財を取りまく社会状況の変化、津山市における文化財保護行政の現状および

国における取り組みが進められるなか、津山市においても、文化財の保存・活用に関して津山

市が目指す将来的なビジョンや具体的な事業等の実施計画を定め、継続性・一貫性のある文化

財の保存・活用を実現するために、文化財保存活用地域計画（以下、地域計画という。）を作成

することとした。

（２）地域社会の再生を目ざして

　文化財は地域に根差したものであり、地域が持続しないかぎり文化財は守ることができない。

そこで、地域計画の作成の目的を

①今日の津山市を支えた先人たちが守り伝えてきた文化財の再評価

②�再評価した文化財を保存活用しながら新しいまちづくりを進めることで、地域社会の再生を

目指すこと

とする。あわせて、この計画により津山市の文化財行政の方向性を対外的に明示することで、

計画作成の背景と目的01
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より充実した文化財の保存と活用の推進を目指す。

　これを実現するために、主に次の内容について検討し、それに対する措置を記載していくこ

ととする。

　①	市内に所在する文化財を総合的に把握し、その保存と活用について市が目指す目標や具体

的な取り組み内容

　②	文化財を確実に保存・継承するための人材育成について

　③	文化財の保存・活用を通して地域の魅力を引き出し、地域振興につなげていくために、関

連文化財群や文化財保存活用区域を設定し、それらを保存・活用するための措置について

　④	文化財の保存と活用に必要な所有者や地域の様々な関係者の自立した保存・活用の取り組

み並びに、彼らと行政とが協働して取り組む事業について

（３）計画作成により期待される効果

　地域計画作成により、下記の項目について効果を期待している。

　①文化財調査の促進に伴う、文化財の保存および継承と活用の推進

　②新たな制度や技術の導入に伴う、文化財の保存および継承と活用の推進

　③防犯・防災対策、災害等発生時の対応の明確化と体制整備の構築

　④	教育現場や地域における、文化財に関する情報発信、普及啓発、人材育成に関する取り組

みみの充実

　⑤	外国からの来訪者へ対応やユニバーサルデザインの導入等誰もが文化財に親しむことがで

きる環境整備

　⑥ユニークベニュー（1）等文化財に親しむ場を提供することでの文化財の活用の促進

　⑦関連文化財群や文化財保存活用区域を活かした観光の促進とそれに伴う地域振興

　⑧文化財保存活用支援団体等民間や地域住民と連携した取り組みみの充実とその体制の構築

　⑨資金面で文化財の保存と活用を後押しする仕組みの構築

（1）	 	ヨーロッパで生まれた考え方で、歴史的建造物・神社仏閣・城跡・美術館・博物館等の独特な雰囲気を持つ会
場で、会議・レセプション・イベント等を実施することにより、特別感や地域特性を演出することを目的とし
ている。

	 	このような目的で、本来の用途とは異なるニーズに応えて特別に貸し出される会場を「ユニークベニュー」と
呼んでいる。（文化庁地域文化創生本部「文化財を活用したユニークベニューハンドブック」2019 より）
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序章　津山市文化財保存活用地域計画

　津山市第５次総合計画の終期に合わせ最初の期間を令和２（2020）年度から令和７（2025）

年度の６年間とする。以降は、次期総合計画の期間と合わせ 10年とする。ただし、急激な社会

状況等の変化に対応する必要がある場合は、計画の見直しを行うこととする。

計画期間（令和２（2020）年度から令和７（2025）年度まで）02


